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12月定例
会

全
会
一
致
で
可
決
し
た
も
の

▼
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推

せ
ん
に
関
し
意
見
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

平
成
19
年
３
月
31
日
で
人
権

擁
護
委
員
の
任
期
が
満
了
す
る

大
森
貞て

い

子こ

さ
ん
（
清
水
）
を
、

再
び
同
委
員
に
推
せ
ん
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

▼
岩
手
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
の
設
立
の
協
議
に
関
し

議
決
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
事

務
（
75
歳
以
上
の
高
齢
者
の
医

療
給
付
や
保
険
料
の
賦
課
な
ど

に
関
す
る
事
務
）
を
共
同
処
理

す
る
た
め
、
県
内
全
市
町
村
で

構
成
す
る
広
域
連
合
の
設
立
に

田山保育所の子どもたち

つ
い
て
、
関
係
市
町
村
と
協
議

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。（
平

成
19
年
２
月
１
日
施
行
）

問

こ
の
新
し
い
制
度
で
は
、

全
国
的
な
平
均
で
１
人
当
た
り

月
６
２
０
０
円
の
保
険
料
を
徴

収
す
る
こ
と
に
な
り
、
保
険
料

を
滞
納
す
る
と
、
国
保
税
と
同

じ
く
資
格
証
明
書
を
発
行
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
の
老
人
保
健
事
業
で
は
、
仮

に
滞
納
が
あ
っ
て
も
資
格
証
明

書
の
発
行
は
禁
止
さ
れ
て
い
て
、

高
齢
者
の
医
療
は
守
ら
れ
て
い

た
。
滞
納
で
医
療
が
受
け
ら
れ

な
い
場
合
の
対
応
を
伺
い
た
い
。

答

資
格
証
明
書
の
発
行
に
つ

い
て
は
、
家
庭
状
況
や
病
状
を

勘
案
し
な
が
ら
、
一
律
の
発
行

に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
平
成
20

年
４
月
の
制
度
開
始
ま
で
に
会

議
な
ど
を
通
じ
て
申
し
述
べ
て

い
き
た
い
。

問

こ
の
制
度
で
は
、
医
療
報

酬
に
包
括
支
払
い
制
度
が
盛
り

市議会12月定例会は、昨年12月12日から19日まで開催されまし

た。一般質問では10人が登壇し、いじめ問題や団塊世代の退職問題

などについて質問しました（８～17㌻参照）。また、今回の定例会で

は、「八幡平市特定環境保全公共下水道事業受益者分担金に関する条

例」など21議案を審議し、全議案が原案のとおり可決されました。

なお、９月定例会で継続審査となった２件を含む９件の請願のうち、

１件が不採択となったほかは、いずれも採択となりました（7㌻参照）。

下
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込
ま
れ
て
い
る
。
病
気
あ
る
ご

と
に
治
療
期
間
が
定
め
ら
れ
、

そ
の
期
間
を
超
え
る
治
療
に
つ

い
て
は
、
自
己
負
担
と
な
る
お

そ
れ
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
対

応
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答

新
し
い
制
度
で
は
、
独
自

の
診
療
報
酬
体
系
を
構
築
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
重
点
的

に
配
慮
す
る
点
と
し
て
、「
終
末

期
の
医
療
の
評
価
」「
日
常
的
な

医
学
管
理
」「
か
か
り
つ
け
医
師

制
度
の
普
及
」「
在
宅
医
療
や
在

宅
看
護
の
推
進
」
が
挙
げ
ら
れ
、

こ
れ
ら
の
連
携
で
対
応
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
具
体
的
に

は
今
後
検
討
さ
れ
る
。

問

広
域
連
合
議
会
の
議
員
数

が
、
規
約
で
は
県
内
市
町
村
長

か
ら
10
人
、
県
内
市
町
村
議
会

議
員
か
ら
10
人
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
で
は
、
広
域
連
合
議
会
に

議
員
を
出
せ
な
い
市
町
村
が
４

割
近
く
と
な
り
、
不
合
理
で
あ

る
。
見
解
を
伺
う
。

答

全
国
的
に
、
１
万
人
に
１

人
と
い
う
形
で
進
ん
で
い
る
と

伺
っ
て
い
る
。
そ
の
算
定
根
拠

な
ど
は
詳
し
く
伺
っ
て
い
な
い
。

問

こ
の
制
度
は
、
全
市
町
村

の
加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

る
が
、
提
案
さ
れ
て
い
る
広
域

連
合
規
約
が
県
内
の
ど
こ
か
で

否
決
さ
れ
た
場
合
、
ど
う
進
行

し
て
い
く
の
か
。

答

１
市
町
村
で
も
否
決
さ
れ

た
場
合
、
岩
手
県
の
広
域
連
合

は
成
立
し
な
い
。
地
域
の
医
療

を
守
る
観
点
か
ら
も
、
ぜ
ひ
議

決
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

▼
八
幡
平
市
特
定
環
境
保
全
公

共
下
水
道
事
業
受
益
者
分
担
金

に
関
す
る
条
例

安
代
地
区
で
整
備
が
進
め
ら

れ
て
い
る
公
共
下
水
道
事
業
の

受
益
者
分
担
金
の
額
を
定
め
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

な
お
、
分
担
金
の
額
は
、
１

カ
所
当
た
り
20
万
円
で
す
。（
平

成
18
年
12
月
21
日
施
行
）

問

合
併
と
い
う
特
殊
な
事
情

が
あ
っ
た
が
、
旧
町
村
単
位
で

の
農
業
集
落
排
水
事
業
の
分
担

金
は
松
尾
が
15
万
円
、
安
代
が

20
万
円
、
西
根
が
30
万
円
と
非

常
に
バ
ラ
つ
き
が
あ
る
。
公
平

性
、
平
等
性
の
問
題
を
ど
う
考

え
て
い
る
か
。

答

結
果
が
等
し
い
の
が
平
等

で
あ
り
、
条
件
が
等
し
い
の
が

公
平
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
か

ら
、
受
益
者
分
担
金
の
設
定
に

関
し
て
は
、
算
定
基
準
を
統
一

す
る
こ
と
で
、
結
果
的
に
分
担

金
の
額
が
違
っ
て
も
、
公
平
で

あ
る
と
考
え
る
。

▼
八
幡
平
市
長
期
継
続
契
約
を

締
結
す
る
こ
と
が
で
き
る
契
約

を
定
め
る
条
例

事
務
用
機
器
や
車
両
な
ど
の

リ
ー
ス
な
ど
、
複
数
年
度
に
わ

た
り
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
が

一
般
的
な
も
の
や
、
庁
舎
な
ど

の
維
持
管
理
業
務
な
ど
、
年
度

当
初
や
複
数
年
度
に
わ
た
り
提

供
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
も
の

に
つ
い
て
、
５
年
以
内
の
期
間

内
で
長
期
契
約
を
締
結
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。（
平
成
18
年
12

月
21
日
施
行
）

▼
八
幡
平
市
農
産
物
加
工
施
設

条
例松

尾
寄
木
に
旧
松
尾
村
が
整

備
し
た
八
幡
平
市
農
産
物
加
工

施
設
の
管
理
を
指
定
管
理
者
に

行
わ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

（
平
成
19
年
４
月
１
日
施
行
）

▼
八
幡
平
市
幼
稚
園
設
置
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

安
代
地
区
に
設
置
し
て
い
る

市
立
幼
稚
園
の
入
園
料
や
保
育

料
の
納
付
期
限
を
変
更
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
入
園
時
に
納

め
て
い
た
入
園
料
は
入
園
月
の

末
日
ま
で
に
、
毎
月
10
日
ま
で

に
納
め
て
い
た
保
育
料
は
毎
月

末
日
ま
で
に
、
そ
れ
ぞ
れ
変
更

と
な
り
ま
す
。（
平
成
19
年
４
月

１
日
施
行
）

問

幼
稚
園
の
午
後
６
時
ま
で

の
預
か
り
保
育
・
延
長
保
育
を

望
む
声
が
あ
る
が
、
今
後
の
考

え
方
は
。

答

18
年
10
月
か
ら
認
定
子
ど

も
園
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
、
そ

の
中
で
幼
保
一
元
化
の
形
で
運

営
さ
れ
て
い
く
訳
だ
が
、
そ
う

い
う
制
度
に
併
せ
て
検
討
し
て

い
く
。

▼
吏
員
懲
戒
審
査
委
員
会
の
委

員
の
任
命
に
関
し
同
意
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

市
の
職
員
の
中
か
ら
任
命
す

る
同
審
査
委
員
会
の
職
員
が
退

職
し
た
の
で
、
後
任
に
企
画
総

務
部
長
の
小
野
寺
光
正

み
つ
ま
さ

氏
（
上

関
）
を
任
命
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。

75歳以上を対象とした後期高齢者医療制度の平成20年4月施行に伴い、今年
3月末までに広域連合が設立される予定です（写真・寺田地区敬老会）

市農産物加工施設で作られたりんごジュースは、松っちゃん市場（写真）
などで販売しています
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▼
平
成
18
年
度
八
幡
平
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
に
５
億

２
３
８
３
万
８
０
０
０
円
を
追

加
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

補
正
の
主
な
も
の
は
、
中
小
企

業
振
興
資
金
預
託
金
１
０
０
０

万
円
、
除
雪
業
務
委
託
料
１
１

５
０
万
円
、
地
方
債
償
還
金
２

２
１
０
万
円
な
ど
で
す
。（
こ
の

ほ
か
、
特
別
会
計
８
会
計
と
事

業
会
計
２
会
計
に
係
る
補
正
予

算
も
可
決
し
ま
し
た
）

問

行
政
連
絡
員
の
報
酬
に
つ

い
て
、
班
制
度
を
取
っ
て
い
る

行
政
区
の
場
合
、
報
酬
に
班
長

の
行
動
費
が
含
ま
れ
て
い
る
か
。

答

行
政
連
絡
員
の
報
酬
は
、

基
本
割
３
万
円
と
戸
数
割
で
積

算
し
て
お
り
、
班
長
の
方
々
に

配
慮
し
た
も
の
で
は
な
い
。

問

安
代
地
区
に
は
97
行
政
区

が
あ
り
、
１
行
政
区
当
た
り
平

均
20
世
帯
と
少
な
く
、
行
政
区

を
再
編
す
る
案
が
検
討
さ
れ
て

い
る
。
経
費
節
約
に
は
な
る
が
、

仕
事
の
量
が
増
し
、
地
域
活
動

が
進
ま
な
い
と
思
わ
れ
る
。
そ

こ
で
、
行
政
連
絡
す
る
た
め
の

活
動
に
向
け
る
た
め
、
報
酬
で

は
な
く
交
付
金
な
ど
の
形
に
し

て
は
ど
う
か
。

答

３
地
区
の
平
等
性
が
最
も

肝
心
で
あ
る
。
メ
リ
ッ
ト
、
デ

メ
リ
ッ
ト
を
よ
く
考
え
、
各
地

の
協
働
の
形
と
し
て
見
え
て
く

る
も
の
に
結
び
付
け
て
い
く
た

め
に
、
本
庁
と
も
よ
く
話
し
合

い
を
す
る
。

問

農
業
振
興
費
に
関
し
て
、

農
地
水
環
境
保
全
対
策
の
要
望

の
取
り
ま
と
め
状
況
と
今
後
の

進
め
方
は
。

答

安
代
地
区
、
松
尾
地
区
は

全
部
、
西
根
地
区
は
約
８
割
の

要
望
が
出
さ
れ
て
い
る
。
今
後

は
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
説
明
会
を

受
け
て
、
地
元
住
民
と
さ
ら
に

細
か
い
話
し
合
い
を
持
っ
て
い

き
た
い
。

問

安
代
地
区
は
処
理
施
設
か

ら
遠
い
こ
と
か
ら
、
粗
大
ご
み

の
収
集
に
特
別
配
慮
を
い
た
だ

い
て
い
る
。
収
集
し
て
い
た
だ

く
種
目
が
限
定
さ
れ
収
集
量
が

減
っ
た
が
、
今
後
も
制
度
と
し

て
継
続
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

答

地
域
的
、
距
離
的
、
物
理

的
な
要
件
に
お
い
て
試
験
的
に

収
集
を
継
続
し
て
き
た
。
19
年

度
以
降
は
、
地
域
の
実
態
な
ど

を
加
味
し
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

問

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
関
し
て
、
特
定
高
齢
者
の
当

初
の
見
込
み
人
数
と
、
実
際
に

認
定
さ
れ
た
人
数
は
い
く
ら
か
。

答

９
０
８
２
人
の
う
ち
４
％

に
当
た
る
３
６
０
人
を
見
込
ん

だ
が
、
実
数
は
15
人
で
あ
る
。

問

ど
の
よ
う
な
方
法
で
特
定

高
齢
者
の
認
定
を
行
っ
た
の
か
。

答

認
定
の
方
法
は
、
基
本
検

診
と
循
環
器
検
診
の
検
診
を
受

け
、
項
目
別
に
判
断
す
る
。
そ

れ
に
よ
っ
て
、
保
健
師
な
ど
が

直
接
面
談
し
て
介
護
予
防
プ
ラ

ン
を
作
成
す
る
。

問

第
２
段
階
の
介
護
保
険
料

を
、
基
準
額
の
０
・
65
で
は
な

く
、
０
・
５
に
で
き
な
い
の
か
。

答

第
３
期
計
画
は
、
こ
の
ま

ま
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

第
４
期
で
は
、
十
分
検
討
し
て

ま
い
り
た
い
。

問

生
活
保
護
の
申
請
の
意
思

が
あ
る
場
合
は
、
基
本
的
に
申

請
を
受
け
付
け
る
の
か
。

答

常
に
、
相
談
に
来
た
人
に

つ
い
て
相
談
に
応
じ
て
対
応
し

て
、
受
け
付
け
あ
る
い
は
申
請

を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

市
清
掃
セ
ン
タ
ー
に
運
び
込
ま
れ

た
粗
大
ご
み

昨年10月23日、本市を訪れていたタイ国タマサート大学の
学生たちが議場を見学し、日本の議会制度を学びました

工 藤 勝
かつ

治
じ

氏
（74歳・大更）

遠 藤 三
さん

次
じ

郎
ろう

氏
（84歳・西根寺田）

昨年秋の叙勲で、前西根町長の工藤勝治氏
が旭日小綬章を、元西根町議会副議長の遠藤
三次郎氏が旭日双光章を、それぞれ地方自治
発展への功績により授章されました。ここで
は、お二人の功績などを紹介します。

工藤氏は、昭和48年９月から昭和62年まで、４期14

年間にわたり西根町議会議員を務めたほか、昭和62年

９月に西根町長に当選。平成17年の合併に伴い失職す

るまで、連続５期18年間同町長を務めました。

遠藤氏は、昭和36年９月に西根村議会議員に初当選。

町制施行により同年11月からは西根町議会議員として、

平成元年９月まで連続７期28年間議員を務めたほか、

昭和60年から同副議長を１期務めました。
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◎
市
道
中
台
線
の
拡
幅
改
良
工

事
を
求
め
る
請
願
（
請
願
者
・

南
平
笠
行
政
連
絡
員
闍
橋
清
悦

氏
ほ
か
５
１
１
人
）

こ
の
請
願
は
、
通
行
車
両
の

多
い
当
該
路
線
に
お
け
る
交
通

事
故
防
止
を
目
的
に
提
出
さ
れ

ま
し
た
。（
全
会
一
致
で
採
択
）

◎
一
般
国
道
２
８
２
号
兄
畑
中

川
原
付
近
に
歩
道
（
約
１
９
０

ｍ
）
の
延
長
設
置
を
求
め
る
請

願
（
請
願
者
・
兄
畑
地
区
自
治

写真①：秋田県鹿角市との県境に当たり、車の通
行も多い一般国道282号兄畑中川原付近

会
長
阿
部
正
勝
氏
ほ
か
38
人
）

こ
の
請
願
は
、
歩
道
が
未
整

備
で
あ
る
当
該
区
間
の
交
通
事

故
防
止
を
目
的
に
提
出
さ
れ
ま

し
た
。（
全
会
一
致
で
採
択
。
併

せ
て
発
議
案
を
可
決
し
、
県
知

事
に
意
見
書
提
出
）＝
写
真
①

◎
農
道
１
６
３
号
線
の
舗
装
を

求
め
る
請
願
（
請
願
者
・
渋
川

開
拓
自
治
公
民
館
長
佐
々
木
啓

一
氏
ほ
か
１
５
９
人
）

こ
の
請
願
は
、
地
域
住
民
の

生
活
に
支
障
を
来
し
て
い
る
当

該
路
線
の
舗
装
を
目
的
に
提
出

さ
れ
ま
し
た
。（
全
会
一
致
で
採

択
）＝
写
真
②

◎
市
道
中
道
線
等
改
良
舗
装
工

事（
同
胞
地
区
）を
求
め
る
請
願

（
請
願
者
・
中
村
行
政
連
絡
員
遠

藤
徳
三
郎
氏
ほ
か
２
２
５
人
）

こ
の
請
願
は
、
広
域
的
幹
線

道
路
と
し
て
の
機
能
を
担
う
当

該
路
線
の
早
期
改
良
を
目
的
に

提
出
さ
れ
た
も
の
で
す
。（
全
会

一
致
で
採
択
）＝
写
真
③

◎
市
道
、
平
又
・
根
石
線
の
一

部
、
及
び
長
者
前
線
に
流
雪
溝

設
置
に
関
す
る
請
願
（
請
願

者
・
長
者
の
里
、
地
域
づ
く
り

推
進
協
議
会
長
泉
山
義
信
氏
ほ

か
26
人
）

こ
の
請
願
は
、
流
雪
溝
設
置

に
よ
る
地
域
住
民
の
生
活
向
上

を
目
的
と
し
て
提
出
さ
れ
た
も

の
で
す
。
（
全
会
一
致
で
採

択
）＝
写
真
④

◎
安
全
・
安
心
の
医
療
と
看
護

の
実
現
の
た
め
医
師
・
看
護
師

等
の
増
員
を
求
め
る
請
願
（
請

願
者
・
県
医
療
労
働
組
合
連
合

会
）こ

の
請
願
は
、
医
療
事
故
を

防
止
す
る
た
め
、
医
師
・
看
護

師
の
大
幅
増
員
を
目
的
に
提
出

さ
れ
た
も
の
で
す
。（
実
現
性
が

困
難
で
あ
る
と
の
理
由
に
よ
り
、

賛
成
少
数
で
不
採
択
）

◎
後
期
高
齢
者
の
命
と
健
康
を

守
る
た
め
に
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
充
実
を
求
め
る
請
願

（
請
願
者
・
県
保
険
医
協
会
）

こ
の
請
願
は
、
平
成
20
年
４

月
か
ら
実
施
さ
れ
る
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
に
よ
り
、
医
療
格

差
が
生
じ
な
い
こ
と
を
目
的
に

提
出
さ
れ
た
も
の
で
す
。（
全
会

12
月
定
例
会
で
は
、
９
月
定
例
会
の
継
続
審
査
２
件
を
含
む

請
願
９
件
、
議
員
に
よ
る
発
議
案
５
件
を
審
議
。
医
師
・
看

護
師
等
の
増
員
を
求
め
る
請
願
が
賛
成
少
数
で
不
採
択
と
な

っ
た
ほ
か
は
、
い
ず
れ
も
採
択
・
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

請
願
9
件
・
発
議
案
5
件

1
件
を
除
き
採
択
・
可
決

一
致
で
採
択
。
併
せ
て
発
議
案

を
可
決
し
、
厚
生
労
働
大
臣
と

県
知
事
に
意
見
書
提
出
）

◎
医
療
病
床
の
廃
止
・
削
減
と

患
者
負
担
増
の
中
止
等
を
求
め

る
請
願
（
請
願
者
・
県
社
会
保

障
推
進
協
議
会
）

こ
の
請
願
は
、
医
療
病
床
の

廃
止
・
削
減
を
中
止
し
、
高
齢

者
が
安
心
し
て
療
養
で
き
る
こ

と
を
目
的
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

（
全
会
一
致
で
採
択
。
併
せ
て
発

議
案
を
可
決
し
、
厚
生
労
働
大

臣
と
県
知
事
に
意
見
書
提
出
）

◎
市
道
荒
田
線
大
更
第
36
地
割

１
５
４
番
地
１
の
交
差
点
か
ら

大
更
第
36
地
割
４
０
８
番
地
ま

で
の
道
路
の
道
路
環
境
整
備
を

求
め
る
請
願
（
請
願
者
・
工
藤

栄
蔵
氏
ほ
か
27
人
）

こ
の
請
願
は
、
大
更
・
北
村

行
政
区
内
に
あ
る
当
該
路
線
の

簡
易
舗
装
を
目
的
に
提
出
さ
れ

ま
し
た
。（
全
会
一
致
で
採
択
）

◎
道
路
特
定
財
源
制
度
の
堅
持

を
求
め
る
意
見
書

こ
の
発
議
案
は
、
目
的
税
で

あ
る
道
路
特
定
財
源
の
一
般
財

源
化
に
反
対
し
、
制
度
堅
持
を

国
に
求
め
る
も
の
で
す
。（
全
会

一
致
で
可
決
し
、
衆
・
参
両
議

院
議
長
と
、
内
閣
総
理
大
臣
ほ

か
関
係
大
臣
に
意
見
書
提
出
）

◎
全
国
森
林
環
境
税
の
創
設
を

求
め
る
意
見
書

こ
の
発
議
案
は
、
地
球
環
境

の
保
護
な
ど
、
森
林
が
持
つ
公

益
的
機
能
を
維
持
す
る
た
め
、

市
町
村
が
森
林
の
維
持
・
育
成

を
行
う
財
源
と
し
て
全
国
森
林

環
境
税
の
創
設
を
国
に
求
め
る

も
の
で
す
。（
全
会
一
致
で
可
決

し
、
内
閣
総
理
大
臣
と
総
務
大

臣
に
意
見
書
提
出
）

写真②：地域住民の生活道路や通学路として利用
が多い農道163号線

写真③：田頭・大更地区と松尾・野駄地区を結ぶア
クセス道路として期待される市道中田線

写真④：米代川の最上流の山すそに位置し、積雪
の多い長者前、平又地域


